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評

 

書

郭
紹
虞

・
銭
仲
聯

・
王
遽
常
編

『
万
首
論
詩
絶
句
』

竹

村

則

行

絶
句
詩
体

で
以
て
古
今
の
詩
人
を
論
評
し
、
自
己
の
文
学
主
張
を
述

べ
る
所
謂
論
詩
絶
句
は
、
唐

・
杜
甫
の

「
戯
為
六
絶
句
」
に
濫

膓
す
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
の
顕
著
な
詩
例
と
し
て
は
、
宋

・
戴
復
古

「
論
詩
十
絶
」
、
金

・
元
好
間

「
論
詩
三
十
首
」
、
明

・
方
孝
儒

「論

詩
」、
清

・
銭
謙
益

「
戯
作
絶
句
十
六
首
」
、
王
士
頑

「
戯
敷
元
遺
山
論
詩
絶
句
」
、
田
要

「
論
詩
絶
句
」、
沈
徳
潜

「戯
為
絶
句
」
、

衰
枚

「倣
元
遺
山
論
詩
」
、
趙
翼

「論
詩
」、
洪
亮
吉

「
論
詩
戴
句
二
十
首
」、
張
間
陶

「論
詩
十
二
絶
句
」
、
銚
螢

「論
詩
絶
句
六
十
首
」
、

陳
術

「
論
詩
絶
句
三
十
首
」
、
邸
逢
甲

「
論
詩
」
、
李
希
聖

「
論
詩
絶
句
四
十
首
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

(清
末
ま
で
)。
銭
氏
前
言
に
よ

れ
ば
、
論
詩
絶
句
の
作
者
は
七
、
八
百
家
を
下
ら
ず
、
単
に

「論
詩
絶
句
」
と
題
し
た
詩
例
だ
け
で
も
百
鯨
家

の
多
き
を
数
え
る
と
い

う
。

ま
た
清

・
謝
啓
昆
の
そ
れ
は

」
人
で
合
計

五
八
〇
首
、
陳
融

「
読
嶺
南
人
詩
絶
句
」

に
至

っ
て
は
四
千
首
を
超
え
る
驚
く
べ
き
彩

し
さ

で
あ
る
.、
内
容
の
検
討
は
さ
て
お
き
、
単
に
量
の
多
さ
か
ら
し
て
も
、
論
詩
絶
句
は
確
か
に
文
学
批
評
史

の

一
章
を
構
成
す
る
に

足
る

で
あ
ろ
う
。

今

回
出
版
さ
れ
た
郭
紹
虞

・
銭
仲
聯

・
王
遽
常
編
に
な
る

『
万
首
論
詩
絶
句
』
に
収
録
す
る
清
末
ま
で
の
論
詩
絶
句
の
総
数
は
九
四

○
九
首
、
こ
れ
に
は
抄
録
を
含
む
事
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
全
体
数
は
文
字
通
り

一
万
首
に
垂
ん
と
す
る
。
こ
れ
に
民
国
以
後
現
代
ま
で

の
詩

例
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
数
は
更
に
増
大
す
る
。
銭
氏
の

一
九
八
三
年
の
前
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の

『
万
首
論
詩
絶

句
』
は
、
銭
仲
聯

氏
と
王
遽
常
氏
と
が
五
十
年
も
前
に
論
詩
絶
句
を
輯
録
し
て
旧
稿
を
久
し
く
そ
の
ま
ま
筐
底
に
蔵
し
て
い
た
の
を
、

こ
れ
も
数
十
年
来

郭
紹
虞

・
銭
仲
聯

・
王
遽
常
編

『
万
首
論
詩
絶
句
』
(竹
村
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

論
詩
絶
句
の
輯
集
に
携
わ

っ
て
来
た
郭
紹
虞
氏
の
知
る
所
と
な

つ
て
所
蔵
資
料
を
寄
せ
ら
れ
、
合
併
整
理
し
て
出
版
す
る
に
至

っ
た
も

の
で
あ
る
。
唐
宋
部
に
は
、
更

に
林
東
海
、
宋
紅
両
氏

の
補
充
に
な
る

一
七
〇
余
首
が
加
わ
る
。
中
国
古
代
文
学
理
論
研
究
の
第

一
人

者
た
る
郭
紹
虞
氏
に
は
、
既
に
論
詩
絶
句
研
究
の
確
か
な
業
績
と
し
て

『杜
甫
戯
為

六
絶
句
集
解

・
元
好
間
論
詩

三
十
首
小
箋
』
(人

民
文
学
出
版
社
、

一
九
七
八
年
)
が
あ
る
。
そ
の
後
記
に
よ
れ
ば
、
旧
稿
で
は
更
に
王
士
頑

の
論
詩
絶
句
集
解
も
併
せ

て

『杜
元
王
論
詩

絶
句
集
解
』
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
銭
仲
聯
氏
は
言
う
ま
で
も
な
く
清
詩
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
り
、
同
氏
主
編

『
清
詩

紀
事
』

二
十

二
冊

(江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
ー
八
九
年
)
は
清
代
詩
人
五
千
鯨
人
の
伝
記

・
批
評

・
詩
話

・
詩
紗
を
網
羅
し
た
膨

大
な
清
詩
研
究
の
基
礎
資
料
集

で
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
、
論
詩
絶
句
が
清
代
に
著
し
く
流
行
し
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、

『
万
首
論
詩

絶
句
』
は
余
人
を
以
て
代
え
難

い
最
良
の
編
纂
者
を
得
た
と
言
え
よ
う
。
実
に
、
清
朝
論
詩
絶
句
の
豊
富
で
詳
細
な
輯
集
は
本
書
の

一

大
特
色

で
あ
り
、
本
書
の
価
値
を

一
層
高
か
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
論
詩
絶
句
が
こ
こ
に
今
後

の
研
究
の
拠
り
所
と
な
る
決
定
版
を

得
た
事

の
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

二
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論
詩
絶
句
の
ほ
ぼ
全
体
を
網
羅
す
る

『
万
首
論
詩
絶
句
』
全
四
冊
を
見
れ
ば
、
論
詩
絶
句
の
特
徴
が

一
目
瞭
然

で
あ
る
。
即
ち
そ
れ

は
、
し
ば
し
ば
数

(
十
、
百
、
千
)
首
の
連
作
に
及
び
、
そ
し
て
宋
代
に

一
つ
の
隆
盛
期
を
迎
え
、
量
的
に
は
清
代

が
圧
倒
的
に
多

い

こ
と
。

で
は
、
な
ぜ
論
詩
絶
句
に
連
作
詩
が
多

い
の
か
。
そ
れ
は
、
絶
句
と
い
う
詩
型
と
論
詩
と
い
う
手
法
と
が
必
然
的
に
も
た
ら
し

た
も

の
で
あ
る
。
即
ち
、
五
絶
又
は
七
絶
と
い
う
短
詩
型
を
用
い
て
歴
代
の
詩
人
や
詩
風
を
論
評
し
、
あ
わ
せ
て
自
分

の
文
学
理
念
を

も
主
張
す
る
論
詩
絶
句
の
手
法
か
ら
す
れ
ば
、
五
古
や
七
古
の
長
篇
の

「論
詩
」
な
ど
と
違
い
、
当
然
連
作
絶
句
の
形

で
総
体
的
に
論

評
す

る
の
が
最
も
適
当
な
方
法
で
あ

っ
た
。
杜
甫

の

「
戯
為
六
絶
句
」
や
元
好
間
の

「論
詩
三
十
首
」
な
ど
は
そ
の
典
型

で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
型
式
や
手
法
に
あ
わ
せ
て
、
論
詩
絶
句
の
持

つ

「
戯
」
態
も
、
そ
の
連
作
詩

の
流
行
を
も
た
ら
し

た
質
的
要
因
の

一

つ
で
あ

っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
濫
膓
た
る
杜
甫
の

「
戯
為
六
絶
句
」
が
既
に
そ
う
で
あ

っ
た
様
に
、
論
詩
絶
句
は
常
に
戯
態
を
属
性

と
し

て
持

つ
。

こ
れ
は
、
真
正
面
か
ら

の
文
学
批
評
で
あ
る
事
を
避
け
、
あ
く
ま

で
も

一
種
の

「
戯
れ
」

で
あ
る
と

い
う
ポ
ー
ズ
を
示



し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
歴
代

の
詩
人
が
論
詩
絶
句
詩
に
お
い
て
自
分

の
思
い
を
歯
に
衣
き
せ
ず
、

辛
辣

に
吐
露
し
得
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、

一
種
の
鯨
興
と
し
て
従
来
冷
や
か
な
評
価
に
甘
ん
じ
て
来

た
論
詩
絶
句
は
、

実
は
質
的
に
も
確
か
に
文
学
批
評
の

↓
翼
を
荷
な

っ
て
い
る
と
筆
者
は
思
う
の
で
あ
る
。

次

に
、
論
詩
絶
句
が
清
朝
に
大
流
行
し
た
証
拠
と
し
て
、
本
書
に
よ

つ
て
各
時
代
ご
と
の
論
詩
絶
句
詩

の
作
者
数

を
次
に
掲
げ
る
。

唐
五
代

宋金
元
明清
及
近
代

(清
末
ま
で
)

五
七
名

七
六
名

二
二
名

二
〇
名

五
九
七
名

こ

の
結
果
、

『
万
首
論
詩
絶
句
』
全
四
冊
中
、
清
及
近
代
の
部
は
三
冊
半
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、

『
万
首
論
詩
絶

句
』

は
実
に

"清
朝
論
詩
絶
句
"
の
趣
を
呈
す
る
に
至

つ
て
い
る
。
清
朝
の
論
詩
絶
句
作
者
が
こ
の
様
に
桁
違
い
に
多

い
の
は
、
清
朝

が
長

く
続
い
て
現
代
に
近
い
事
や
、
清
朝
部
の
調
査
が
実
に
綿
密

で
あ
る
事
等
を
考
え
あ
わ
せ
て
も
、
や
は
り
清
朝

に
於
て
論
詩
絶
句

が
大
流
行
し
た
事
実
の
忠
実
な
反
映
で
あ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
何
故
に
論
詩
絶
句
が
清
朝
に
於

て
こ
の
様
に
流
行
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
明
確
に
答
え
る
事
は
、
清
朝
文
学

の
理
解
に
乏

し
い
筆
者
の
能
力
を
越
え
る
が
、

一
つ
の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
恐
ら
く
そ
れ
は
、
論
詩
絶
句
が
杜
甫
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
事
と
、
論

詩
絶

句
の
持

つ
戯
態
と
に
大
き
く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
清
朝
に
お
け
る
論
詩
絶
句
の
流
行
は
、
清
朝
に
お
け

る
杜
甫
詩
の
尊
崇

と
流
行
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
論
詩
絶
句
の

「最
盛
期
」
(後
掲
周
益
忠

『
論
詩
絶
句
』
)
と
さ
れ
る
宋
代
も
ま
た

一
方

に
お
い
て
杜
甫
詩
が
尊
崇
さ
れ
著
し
く
流
行
し
た
時
期
で
あ

っ
た
事
も
、
そ
の
傍
証
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
得
る
で
あ
ろ
う
。
論
詩

絶
句

は
文
学
批
評

の
体
裁
を
取
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
正
面
切

つ
て
体
系
立

っ
た
文
学
論
で
は
な
い
。

一
種

の
斜
に
構
え
た
趣
味
的
な

文
学

批
評
で
あ
る
。
従

っ
て
作
者
は
何
を
素
材
に
し
て
論
じ
て
も
良
い
し
、
ど

こ
で
議
論
を
打
切

っ
て
も
構
わ
な
い
。
こ
の
戯
態
を
よ

そ
お

っ
た
趣
味
的
な
手
軽
さ
も
、
清
朝
人
に
論
詩
絶
句
の
作
例
が
多

い
理
由
の

一
端

で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
る
。

「戯
」

で
あ
れ
ば

と
り
あ
え
ず
批
判
は
免
れ
る
し
、
い
つ
で
も
逃
げ
道
は
あ
る
の
で
あ
る
。
論
詩
絶
句
の
姉
妹
篇
と
も
考
え
ら
れ
る
論
芸
絶
句
、
論
詞
絶

郭
紹
虞

・
銭
仲
聯

・
王
遽
常
編

『
万
首
論
詩
絶
句
』
(竹
村
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

句
、
論
画
絶
句
な
ど
、
清
朝
詩
人
に
於

て
、

一
種
の
趣
味
主
義
的
、
或
い
は
玩
物
喪
志
的
な
絶
句
詩
が
流
行
し
て
い
る
事
実
も
こ
こ
で

想
起
し
て
お

い
て
よ
い
。
古
今
の
蔵
書
家
七
三
八
名
を
す
べ
て
七
言
絶
句
詩
で
論
評
し
た
清

・
葉
昌
熾

『
蔵
書
紀
事
詩
』

七
巻
な
ど
は

そ
の
好
例

で
あ
る
。

但
し
、
戯
れ
で
あ
る
が
故
に
、
従
来
論
詩
絶
句
は
文
学
批
評
の
正
道
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
ま
た
景
と
情
と
を
必
須
要
素
と
す
る
絶
句

詩
に
お
い
て
、
景
の
描
写
を
欠
く
が
為
に
絶
句
詩
研
究
か
ら
も
無
視
さ
れ
続
け
て
来
た
。
し
か
し
文
学
史
研
究
は
あ

る
が
ま
ま
の
事
実

を
伝
え
る
も

の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
本
書
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
今
後
の
中
国
文
学
批
評
史
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
論
詩
絶
句

詩
に
も
正
当
な
研
究
の
眼
が
向
け
ら
れ
る
事
を
筆
者
は
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

三

 

以
下
に
は
、
本
書
を
通
読
し
て
得
た
幾

つ
か
の
疑
問
、
要
望
を
呈
し
て
、
本
書
評
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

ま
ず
、
論
詩
絶
句
の
採
録
範
囲
を
ど

こ
ま
で
に
限
定
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
銭
氏
前
言
で
は
論
詩
絶
句
を
次
の
四
分
類
に
分
け
、

巻
末
に
分
類
索
引
を
附
録
す
る
。

甲
：
詩
学
理
論
。
乙

=
作
者
作
品
評
論

(
歴
代
詩
人
統
論
、
各
時
代
各
地
方
詩
人
評
論
を
含
む
)。
丙

=
詩
歌
選
集
評
論
。

丁

=

詩
話
評
論
。

詩

の
表
題
に

「
論
詩
」
等
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
明
示
し
て
い
る
場
合
は
明
確
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
、
何
を
基
準

に
し

て
そ
の
詩
を
論
詩
絶
句
と
認
定
す
る
か
否
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
論
詩
絶
句
と
認
定
し

て
採

録
し
て
い
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。

一
例
と
し
て
王
維

「
題
輌
川
図
」
(第

一
冊
四
頁
所
収
)
を
あ
げ
る
。

宿
世
謬
詞
客

前
生
応
画
師

不
能
捨
絵
習

偶
被
時
人
知

こ
の
詩
は
、
詩
人
で
あ
り
画
師

で
も
あ

っ
た
王
維
の
自
己
批
評
を
述
べ
た
題
画
詩

で
あ
る
。
本
書

の
分
類
索
引

で
は
甲

=
詩
学
理
論

の
部

に
編
入

(第
四
冊
分
類
索
引

一
頁
)
す
る
が
、

こ
の
詩
を
論
詩
絶
句
と
し

て
認
め
る
こ
と
は
、
蓋
し
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

そ
の

一64一



理
由
は
、
題
画
詩

の
表
題
を
有
す
る
こ
の
詩
は
こ
の
四
句
だ
け
で
は
詩
意
が
完
結
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
詩
か
ら
は
王
維

の
文
学
理
念
が

十
分

に
窺
い
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
、
こ
の
詩
は
も
と
も
と
絶
句
詩
体

で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
即
ち
、
宋

・
洪

適
輯

、
明

・
趙
宙
光
校

『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
二
、
五
言
詩
に
は
こ
の
詩
を
そ
の
ま
ま

「
題
網
川
図
」
と
し
て
輯
録
す
る
。
本

『
万
首

論
詩
絶
句
』
も

こ
の

『
万
首
唐
人
絶
句
』
に
拠

つ
た
と
お
ぼ
し
い
。
し
か
し
、
王
維

の
原
作
は
こ
の
通
り
で
は
な

い
.
宋

・
蜀
刻
本

『
王
摩
詰
文
集
』
巻
十
に
よ
れ
ば
、
該
詩
は

「偶
然
作
六
首
」
其
六
の
三
ー
六
句
の
絶
句
な
の
で
あ
る
。
原
詩
は
次

の
通
り

(清

・
趙

殿
成
注

『王
右
丞
集
箋
注
』
巻
五
、
『全
唐
詩
』
巻

一
二
五
も
同
じ
)。

老
来
獺
賦
詩

唯
有
老
相
随

宿
世
謬
詞
客

前
身
応
画
師

不
能
捨
絵
習

偶
被
世
人
知

名
字
本
皆
是

此
心
還
不
知

こ
う
し
て
、
王
維
の

「題
網
川
図
」
は
、
そ
の
詩
内
容
か
ら
も
、
そ
の
由
来
の
経
緯
か
ら
も
、
論
詩
絶
句
中
に
編

入
す
る
こ
と
は

で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
の
詩
例
に
お

い
て
も
、
本
書
が
何
を
基
準
に
し
て
論
詩
絶
句
に
認
定
し
た
か
疑
問
を
生

じ
た
詩
例
も
ま
ま

あ

っ
た
。
論
詩
絶
句
の
定
義
な
り
、
論
詩
絶
句
と
認
定
す
る
基
準
な
り
を
明
示
し
て
欲
し
か

っ
た
と
思
う
。
併
せ
て
要
望
を

一
つ
述
べ

れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
誤
り
や
疑
念
を
払
拭
す
る
為
に
も
、
各
論
詩
絶
句
の
出
拠
を
是
非
明
示
し
て
欲
し
か

っ
た
。

こ
れ
は
今
後
の
研
究

者
の
検
索

の
為
に
も
望
ま
れ
る
措
置
で
あ
る
。
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四

最
後
に
、
銭
氏
前
言
に
甘
え
て
、
本
書
に
輯
録
さ
れ

て
い
な
い
以
下
の
諸
詩
例
は
果
し
て
論
詩
絶
句
の

「遺
珠
」
と
し
て
認
め
得
る

や
否

や
、
将
来
の
続
補

の
為
に
も
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

(例
示
中
、
周
○
頁
と
あ
る
の
は
周
益
忠
氏

『
論
詩
絶

句
』
《台
北

・
金
楓

出
版
社

・
一
九
八
七
年
》、
羊
○
頁
と
あ
る
の
は
羊
春
秋
氏
等

『
歴
代
論
詩
絶
句
選
』
《湖
南
人
民
出
版
社

・
一
九
八

一
年
》、
ま
た
呉
○
頁

と
あ

る
の
は
呉
世
常
氏

『
輯
注
論
詩
絶
句

二
十
種
』
《陳
西
人
民
出
版
社

・
一
九
八
四
年
》
の
各
著

の
頁
数
を
示
す
。

1
宋

・
梅
聖
愈

廻
陳
郎
中
詩
集

(周
六

一
頁
)

2
宋

・
趙
排

題

八
詠
楼

(周
六
三
頁
)

郭
紹
虞

・
銭
仲
聯

・
王
遽
常
編

『
万
首
論
詩
絶
句
』
(竹
村
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

3

宋

・
王
安

石

4

宋

・
晃

説

之

5

宋

・
饒

節

6

宋

・
李

彰

7

宋

・
陳

与

義

8

宋

・
王

十

朋

9

宋

・
陸

游

10

宋

・
萢

成

大

Ⅱ
宋

・
姜

蔓

12

宋

・
劉

克

荘

13

宋

・
劉

克

荘

14

宋

・
劉

克

荘

15

宋

・
胡

仲

弓

16

金

・
周

昴

17

金

・
王
寂

18

元

・
劉

因

19

元

・
方

回

20

元

・
張

観

光

21

元

・
張

観

光

22

元

・
張

之

翰

23

元

・
胡

祇

遍

韓
子

(周
六
四
頁
)

杜
詩

(周
七
0
頁

・
羊
六
九
頁
)

答
惇
上
人
両
首

(
周
七

一
頁
)

有
懐
雪
堂
旧
遊

(
周
七
二
頁
)

和
張
規
臣
水
墨
梅

(周
七
六
頁
〉

鑑
湖

(周
七
七
頁
)

六
芸
示
子
幸

(
周
八
二
頁
)

観
懊
帖
有
感

(
周
八
五
頁
)

除
夜
自
石
湖
帰
菖
渓

(周
八
七
頁
)

孟
浩
然
騎
騙
図

(
周
八
九
頁
)

題
放
翁
像

(周
九
0
頁
)

題
誠
斎
像

(周
九

一
頁
)

次
適
安
感
古

(羊

一
三
二
頁
)

酔
経
斎
為
虚
郷
麻
長
宙
賦

(周
九
四
頁
)

兄
子
以
詩
酒
送
文
伯
起
、
既
而
復
継

一
詩
、

予
善
其
用
韻
頗
工
、
為
和
五
首

(周
九
六
頁
)

宋
理
宗
南
楼
風
月
横
披

(
周

一
〇
四
頁
)

後
秋
思
五
言

(
周

一
〇
五
頁
)

論
詩

(周

一
0
七
頁
)

題
梅
花
詩
巻
後

(
周

一
○
七
頁
)

題
趙
簗
川
日
本
記
行

(周

一
○
八
頁
)

題
遺
山
贈
別
済
川
詩
巻

(周

一
○
九
頁
)
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24
元

・
曹

伯

啓

25
元

・
葉

顯

26
明

・
周

砥

27
明

・
楊

基

28

明

・
陳

白

沙

29
明

・
陳

白

沙

30
明

・
醇

意

31
明

・
王

九

思

32
清

・
張

英

33
清

・
襲

自

珍

34
清

・
郡

方

題
建
康
路
教
湯
碧
山
舎
陵
十
詠
巻
後

(
周

一
○
九
頁
)

双
渓
懐
休
文
遺
跡
絶
句

(
周

一
一
一
頁
)

読
故
友
徐
幼
文
詩
集
有
懐

(周

二

二
頁
)

夢
故
人
高
季
迫

二
首
並
序

(周

一
=
二
頁
)

随
筆

(周

一
一
六
頁
)

対
酒
用
九
日
韻

(周

一
一
七
頁
)

戯
成
五
絶

(
周

」
一
八
頁
)

漫
興
十
首

(
周

一
二
〇
頁
)

読
放
翁
詩
偶
成

(周

一
四
○
頁
)

舟
中
読
陶
詩
三
首

(
周

一
六
九
頁

・
羊
三
七
五
頁

・
呉
三
三
○
頁
)

冬
日
閲
国
初
諸
家
詩
、
因
題
絶
句
八
首

(呉
三
九
五
頁
)

(人
民
文
学
出
版
社
、

一
九
九

一
年
二
月
、
全
四
冊
)
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郭
紹
虞

・
銭
仲
聯

・
王
遽
常
編

『
万
首
論
詩
絶
句
』
(竹
村
)


